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豊田市

農業委員会だより
耕されている農地を、耕せるうちに、
耕せる人につないでいく

第　 　　　    号22
令和５年３月１日発行

令和 4 年度は農業委員会の仕事がより高度になり、農地利用最適化について様々な活動を行った１年でした。
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■
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
改
正
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が

法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
「
地
域
計
画
」
に
変

わ
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
に

よ
り
、
農
地
が
適
正
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
地
が

利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
農
地
の
集

約
化
等
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化
す
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
従
来
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
変
わ
り
、
地
域
の
将
来
の
農
業
の
あ
り
方

や
農
地
利
用
の
姿
に
つ
い
て
定
め
た
農
地
の

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
法
定
化

■
法
定
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
内
で
農
業
上

の
利
用
が
行
わ
れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
３
月
末
ま
で
に
地
域
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
法
定
化
さ

れ
て
も
、
地
域
の
農
業
の
未
来
の
設
計
図
と

い
う
計
画
の
趣
旨
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
①
地
域
の
農
業
を
誰
が
担
う

の
か
（
誰
に
農
地
を
集
積
・
集
約
化
す
る
の

か
）、
②
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
農
業
の
あ
り

方
、
な
ど
を
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

素案提出

豊田市における地域計画策定方針

設
計
図
と
し
て
「
地
域
計
画
」
を
法
定
化

し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

特集１
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
の
概
要
と
、
豊
田
市
に
お
け
る
「
地
域

計
画
」策
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
か
ら

「
地
域
計
画
」
へ

未
来
へ
農
地
を
伝
え
る
計
画

市
内
全
域
を
対
象
に
策
定
し
ま
す

地域計画は豊田市（農政企画課）が作成する。農業委員会は、地域計画の前提となる目標地図の素案を作成する。
（国の指針により、2 年間（令和５年～令和７年３月末）で市内全域の計画策定を行います。）

■地域計画策定スケジュール

■地域計画策定の流れ

豊田市（農政企画課）

○地域計画の取りまとめ
○関係機関の意見聴取
○地域計画の公告・縦覧

主な意見聴取先

・農業委員会　・農業協同組合　・地域営農協議会
・土地改良区　・農地中間管理機構　　など

農業委員会

○地域の計画策定の範囲の区域分け
○意向調査等
○目標地図の素案の作成

地域営農協議会など

＊農業委員会の作業と並行して、適宜情報共有・協議

地域区分 R ４ R ５ R ６
先行的に取り組む地域
実質化した人・農地プランのある地域
その他の地域

目標地図素案提出→
目標地図素案提出→

目標地図素案提出→ 地域計画

地域計画

地域計画



―3 －

法定化によって変わる主な変更点

●（１）計画の策定範囲

●（２）目標地図の作成

●（３）農地の集積・集約化（利用権設定）

●（４）担い手の確保・育成（支援制度）

現行 改正後

　実質化した人・農地プランの中心経営体に位置付けられていることが
支援の要件となっている制度がある
※その他の要件によって支援制度の要件を満たすことができる場合もある

　まだ個別の制度の詳細は示されてないものの、目標地図に農地の担い手
として位置付けられることが、支援の要件としてさらに紐づけられていく
ことが予想される

現行 改正後
　
　相貸と転貸の 2 つの利用権設定がある

・相貸：個人間の貸借
・転貸：農地中間管理機構を通じた貸借

　農地中間管理機構を通じた転貸の利用権設定に統一される（地域計画が
策定された地区から順次切替）

（旧）人・農地プラン （新）地域計画
　人・農地プランの範囲内の全ての農地が対象となる。 　地域内で「農業上の利用が行われる区域」についてのみ、地域計画を策　　

　定する。

　農業経営基盤強化促進法に基づき、農業上の利用が引き続き行われる区域について、「地域計画」を策定する。 その上で、農業生産利用に向けた様々な努力を払っ
てもなお農業上の利用が困難である農地については、必要に応じ農山漁村活性化法に基づき、保全等を進める区域（粗放的な利用等）として「活性化計画」を策定
することができる。粗放的な利用とは、景観植物の栽培、鳥獣害緩衝帯、ビオトープの整備などが考えられる。

（旧）人・農地プラン （新）地域計画
　アンケートをもとに作成した現在の農地利用の状況を示した地図を基に
　集落で話合い

　目標とする農地利用の姿を示した地図を作成する（農業委員会が地図の　　　
　素案を作成）

【現在の農地利用の状況を示した地図】 【目標とする農地利用の姿を示した地図】

　　　　　　人・農地プランの範囲内全ての農地を入れた図
農業上の利用が行われる区域については、将来の農地利用の姿を明確化した
地域計画を定める。必要に応じて（任意）、保全等を進める区域を別に定め
ることもできる。

農業上の利用が行われる区域

保全等を進める区域

【この図は
イメージ】

【この図は
イメージ】
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担
い
手
が
利
用
す
る
農
地
を

担
い
手
ご
と
に
図
示
し
た
地
図

守
る
べ
き
農
地
を
ど
の
よ
う
に

示
し
て
い
く
か
が
重
要

■
目
標
地
図
と
は
、
地
域
で
農
業
を
担
う
者

ご
と
に
、
生
産
性
や
営
農
効
率
の
向
上
を
踏

ま
え
て
、
お
お
よ
そ
10
年
後
を
目
標
に
利
用

す
る
農
地
を
特
定
し
て
地
図
上
に
色
を
付
け

て
示
し
た
も
の
で
す
。

　

将
来
に
渡
っ
て
安
定
的
な
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
農
地
利
用
が
さ
れ
て
い
け
ば
良
い
の
か

を
示
す
目
標
地
図
素
案
を
作
成
し
ま
す
。
話

し
合
い
等
で
、
農
業
者
や
関
係
者
が
地
域
で

■
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
農
業
者
の
減

少
、
遊
休
農
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
全

て
の
農
地
を
守
り
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

農
地
の
形
状
や
一
団
性
、
環
境
等
の
条
件
に
基

づ
い
て
、
守
る
べ
き
農
地
を
取
捨
選
択
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

共
有
で
き
る
よ
う
に
、
文
字
で
は
な
く
地

図
に
示
し
「
見
え
る
化
」
し
た
も
の
で
す
。

将
来
目
指
す
べ
き
農
地
利
用
の
設
計
図
と

言
え
ま
す
。

特集２

地
域
計
画
が
目
で
見
て
分
か
る

目

標

地

図

将
来
の
農
地
状
況
を
示
す
地
図

地
域
計
画
と
セ
ッ
ト
で
作
成
さ
れ
る
の
が
目
標
地
図
で
す
。
農
業
委

員
会
は
、こ
の
地
図
の
基
と
な
る
目
標
地
図
の
素
案
を
作
成
し
ま
す
。

目
標
地
図
素
案
作
成
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農業委員会における目標地図素案の作成方針

農業委員会の農地利用最適化推進委員・農業委員が連携して、受持ち担当地区や人・農地プランの地域毎に目標地図素
案を作成します。地域計画の目標地図成案化のため法定作成期間より、前倒しで目標地図素案作成を行います。

■目標地図素案作成スケジュール

地域区分 R ４ R ５ R ６
先行的に取り組む地域 　　　豊田市へ提出

実質化した人・農地プランのある地域 豊田市へ提出

その他の地域 　　　豊田市へ提出

■目標地図素案作成の流れ

現状農地の分析 検討・情報共有 作成する目標地図素案のタイプ 素案提出

農業委員会で毎年実施している
農地利用状況調査や以前の意向
調査等を参考にして素案を作成

市内６地区の地区農
業委員会で検討

各地区営農協議会と
情報共有

担い手等個別協議

　将来の担い手が地域内にいる場合 　担い手不在の地域

農 業 委 員 会 総
会で決定

豊田市へ素案
提出

必要に応じて農業者や農地所有者への意向調査

ほぼ完成された目標地図素案 将来耕作可能な農地を示した粗々の図

素案作成

素案作成

素案作成
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▲地図は、まず現地確認をして、地域の人に確認　　
　しながら範囲決めや色塗りをします。

●
稲
武
地
区

推
進
委
員
が
目
標
地
図
素
案
作
成
に
着
手

■
稲
武
・
旭
・
小
原
地
区
農
業
委
員
会
で
は
守

る
べ
き
農
地
の
見
え
る
化
に
以
前
か
ら
取
組
ん

で
い
ま
し
た
。
制
度
化
さ
れ
た
目
標
地
図
作
成

に
は
好
都
合
で
し
た
。
稲
武
地
区
大
野
瀬
町
は

山
間
地
で
農
地
が
点
在
す
る
地
域
で
す
が
、
自

治
区
の
農
地
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は
高
く
、

保
見
地
域
営
農
協
議
会
で

目
標
地
図
の
草
案
を
紹
介

全
農
地
が
一
つ
の
担
い
手
に
集
約
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
区
の
担
当
推
進
委
員
の
大
島
年
春

さ
ん
は
模
範
と
し
て
真
っ
先
に
目
標
地
図
素
案

作
成
に
取
組
み
ま
し
た
。
大
島
さ
ん
の
活
動
で
、

記
入
地
図
の
準
備
方
法
、
手
書
き
の
色
塗
り
方

法
、
現
地
と
地
図
の
区
画
情
報
の
確
認
方
法
等
、

多
く
の
課
題
点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
大

島
さ
ん
の
活
動
が
お
手
本
と
な
り
ま
し
た
。

率
先
し
て
目
標
地
図
素
案
作
成

地
図
作
成
の
課
題
が
明
ら
か
に

■
敷
島
地
区
で
は
、
敷
島
自
治
区
農
地
保
全
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
や
自
治
区
総
務
会
な
ど
で
将

来
の
農
地
を
ど
う
守
り
活
か
し
て
い
く
か
の
協

議
が
進
ん
で
い
ま
す
。
会
合
の
中
で
推
進
委
員

の
鈴
木
順
三
さ
ん
は
積
極
的
に
地
域
計
画
や
目

標
地
図
素
案
に
つ
い
て
、
区
民
へ
の
啓
発
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
よ
り
、
地

区
に
「
農
地
保
全
相
談
窓
口
」
開
設
の
計
画
が

あ
り
、
農
地
保
全
の
相
談
係
を
担
当
し
つ
つ
、

農
地
利
用
最
適
化
を
進
め
る
予
定
で
す
。

地
域
の
会
合
で
地
域
計
画
や

目
標
地
図
素
案
を
啓
発

●
保
見
地
区

■
保
見
地
区
は
平
野
部
に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、

中
山
間
地
に
近
い
農
業
地
域
で
す
。
担
い
手
は

少
数
で
、
す
で
に
６
割
以
上
が
担
い
手
に
集
積
・

集
約
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
推
進
委
員
の
渡

邊
秀
己
さ
ん
、
篠
田
譲
さ
ん
は
い
ち
早
く
地
域

の
目
標
地
図
素
案
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。
今

ま
で
の
農
地
情
報
の
分
析
や
現
地
調
査
、
担
い

手
へ
の
意
向
調
査
な
ど
に
よ
り
目
標
地
図
素
案

の
手
始
め
と
な
る
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
各
集
落
の
担
い
手
や
区
長
等
関
係
者
と

も
個
別
に
協
議
を
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
12
月
の
保
見
地
域
営
農
協
議
会
の
開
催
に
合

わ
せ
、
推
進
委
員
が
地
図
を
ス
ラ
イ
ド
で
上
映

し
、
各
地
区
の
目
標
地
図
素
案
の
草
案
を
説
明
、

参
加
者
の
確
認
を
受
け
、
今
後
さ
ら
に
内
容
を

深
め
て
い
く
旨
説
明
し
ま
し
た
。

●
旭
地
区

▲ 12 月 19 日、保見町公民館で開催された保見地域営農協議会で、地域計画の説明　
　や目標地図素案についての情報提供を行いました。

▲ 12 月 10 日、敷島会館で開かれた敷島自治区総務会で、
　今後目標地図素案を作成していくことを紹介しました。

▲目標地図素案は、担い手別に将来にわたり効率的な
　農地利用ができる場所を図示します。

大坪町
鈴木順三 推進委員

川手町
大島年春 推進委員
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柱
の
面
積
を
転
用
す
る
だ
け
の

営
農
型
太
陽
光
発
電
か
ら
発
足

▲令和４年 12 月に新規増設した２号棟温室。オープン直後、農業委員会と足助地区大多賀町自治会の皆さん、NPO 関係の皆さんで
　新規開設した温室の見学をさせていただきました。高度なイチゴ栽培技術とそのイチゴの味の素晴らしさに感心しました。

■
太
啓
建
設
株
式
会
社
は
平
成
20
年
ご
ろ
か
ら
、

水
稲
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
社
系

列
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
米
の
供
給
の
た

め
、
役
員
が
所
有
す
る
農
地
で
社
員
が
水
稲
栽
培

を
し
て
い
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
企
業
の
農
業

参
入
緩
和
の
気
運
も
あ
り
、
平
成
30
年
に
会
社
と

し
て
本
格
的
に
参
入
、
水
田
約
３
千
㎡
の
中
に
営

農
型
太
陽
光
発
電
施
設
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
ル
は
結
構
高
く
、
収
穫
量
は
通
例
の
８
割

を
下
回
ら
な
い
こ
と
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
が
毎
年
確
認
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
額
の
大
き
さ
か
ら
も
、
農

業
参
入
へ
の
真
剣
さ
が
当
初
か
ら
伺
え
ま
す
。

企
業
と
農
業
の
関
係
を
考
え
る
②

建
設
会
社
と
し
て

本
格
的
な
農
業
参
入

若
林
東
町
狸
山
地
区
で

ほ
場
整
備
事
業
の
説
明
会

■
そ
し
て
、
同
時
に
本
格
的
に
農
業
に
参
入
す

る
た
め
農
地
所
有
適
格
法
人
と
し
て
の
「TAIKEI

フ
ァ
ー
ム
」
の
設
立
も
行
い
ま
し
た
。
太
啓
建
設

の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
す
。
農
業
大
学
校
卒
の
社
員

２
名
を
雇
用
し
、
将
来
自
前
で
の
農
業
経
営
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。
温
室

は
、
需
要
が
見
込
ま
れ
る
イ
チ
ゴ
栽
培
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
あ
い
ち
豊
田
農
協
と
、
社
員
の
実

務
研
修
か
ら
出
荷
体
制
ま
で
連
携
し
て
、
既
存
の

農
業
団
体
と
の
共
存
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も

イ
チ
ゴ
苗
の
入
手
と
生
産
販
売
は
農
協
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
生
産
物
の
販
売
収
入
だ

け
で
は
、
投
資
額
の
回
収
は
難
し
い
状
況
で
す
。

■
豊
田
土
地
改
良
区
の
主
導
で
、
狸
山
地
区
の

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
高
岡
地
区
農
業
委
員
会
の
念
願

で
も
あ
っ
た
事
業
で
、
こ
の
日
の
事
業
計
画
の

説
明
を
熱
い
気
持
ち
で
見
守
り
ま
し
た
。

隣
接
農
地
に
イ
チ
ゴ
栽
培
用

温
室
を
新
設

太
啓
建
設 

株
式
会
社
の
事
例

■
中
山
間
地
域
で
は
多
様
な
組
織
の
協
働
が
必

要
で
す
。
大
多
賀
町
で
は
、
自
治
会
、
農
業
委

員
会
、
日
本
福
祉
協
議
機
構
、
三
河
の
山
里
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ワ
ー
の
４
者
で
、
地
域
課
題
解

決
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
遊
休
農
地
活
用
な
ど

多
く
の
試
行
と
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲ 11 月 20 日、若林交流館で開催。原田好則推進委員、安田
　幸市前推進委員が来賓として参加されました。

大
多
賀
で
「
多
者
協
働
」
の

活
動
に
、
委
員
も
参
加

推
進
委
員
・
農
業
委
員

活
動
紹
介



●イチゴの温室水耕栽培は先端農業のイメージ

があります。実際、AI テクノロジーを利用し

た設備が導入され、植物工場並みの最新管理技

術が駆使されています。但し、AI は万能では

なく、人間によるイチゴ栽培の経験とカンが必

要で、匠と AI のコラボによる管理をうまく機

能させるのが秘訣とのことです。

●温室でのイチゴ栽培は、病気・害虫・肥料・光・

温度など高度な対策が工夫されています。しか

し、安定した収量、品質を確保していくために

は病害虫の発生を徹底管理し、良質なイチゴ苗

から育てる必要があるとのことです。育苗施設

からの総合的管理体制を目指します。

イチゴ栽培の秘訣

－ 7 －

▲令和元年、浄水町に太啓建設が最初に手がけた営農型太陽光発電施設と温室。当初は発電施
　設下での水稲栽培をしていました。令和４年度には、ブルーベリー栽培に切り替わりました。

イ
チ
ゴ
の
観
光
農
園
を
企
画

経
営
条
件
に
適
し
た
御
船
町
へ

■
農
業
委
員
会
で
は
足
助
地
区
大
多
賀
町
に
日

東
醸
造
の
仕
込
み
蔵
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遊
休

農
地
を
利
用
し
た
小
麦
の
栽
培
に
取
組
ん
で
き

ま
し
た
。
５
年
間
程
栽
培
を
工
夫
し
ま
し
た
が

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
４
年
度
は

大
豆
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
無
肥
料
、
無

農
薬
で
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の
収
穫
で
し
た
。

■
農
業
に
参
入
し
た
企
業
と
し
て
は
当
然
利
益
を

求
め
な
が
ら
経
営
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

経
営
の
中
に
は
、
地
域
の
雇
用
拡
大
、
遊
休
農
地

の
活
用
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
、
６
次
産
業

の
創
出
、
農
業
体
験
の
場
提
供
な
ど
、
企
業
と
し

て
の
社
会
貢
献
を
果
た
す
機
能
も
あ
り
ま
す
。
企

業
と
し
て
農
業
生
産
の
効
率
化
を
目
指
す
中
で
、

本
来
の
農
家
だ
け
で
は
担
い
き
れ
な
く
な
っ
た
農

業
を
、
違
う
角
度
か
ら
担
っ
て
い
く
存
在
と
し
て

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
実
は
太
啓
建
設
に
と
っ
て
浄
水
町
で
の
太
陽
光

発
電
や
イ
チ
ゴ
栽
培
は
農
業
経
営
の
実
証
を
体
得

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
農
業
は
理
論
だ

け
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
企
業
と
し
て
農
業
経
営
を

成
功
さ
せ
る
た
め
の
深
遠
な
戦
略
が
あ
っ
た
の
で

す
。
自
社
所
有
の
土
地
が
た
ま
た
ま
御
船
町
に

あ
り
、
交
通
利
便
性
な
ど
を
活
か
し
た
観
光
農
園

経
営
に
乗
り
出
す
礎
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
み
ふ
ね
」
と
し
て

令
和
３
年
１
月
に
開
園
し
ま
し
た
。
現
在
の
温

室
面
積
は
約
７
千
５
百
㎡
で
、
経
営
はTAIKEI

フ
ァ
ー
ム
が
行
っ
て
い
ま
す
。
外
部
か
ら
の
観
光

客
の
誘
致
や
地
元
雇
用
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
量
の
イ
チ
ゴ
生
産
が
、
地
域
の
農
産
物
市

場
へ
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
に
と
っ
て
農
業
参
入
は

ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か

▲令和３年、御船町に観光農園「ストロベリーパークみふね」をスタートさせました。写真
　右側の温室は、令和４年 12 月に増設した温室。　（写真上・下：太啓建設提供）

小
麦
が
無
理
な
ら

大
豆
の
収
穫
に
挑
戦

▲加納一範推進委員、伊藤政和・杉田雅子農業委員は常時
　会議に参加し、農地利用最適化について助言しています。

▲ 12 月８日、足助地区の農業委員、推進委員等 10 名が
　協力して作業をしました。４時間ほどかかりました。
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編 

集 

後 

記

■
今
回
の
特
集
記
事
の
と
お
り
、
法
改
正
に
よ
り

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
地
の
課
題
解
決
に
向
け
、
い
よ
い
よ
国
が
本
気

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
も

早
速
、
委
員
さ
ん
が
目
標
地
図
の
素
案
作
成
に
取

り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
一
筋
縄
に
は
行
か
な
い
よ

う
で
す
が
、
農
業
を
担
う
人
に
と
っ
て
希
望
に
満

ち
た
地
図
に
な
る
よ
う
に
と
奮
闘
す
る
委
員
さ
ん

を
見
て
、
精
い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と

気
を
引
き
締
め
直
し
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
事
務
局
　
山
岡
雅
史
︶

■
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
月
開
催
の
農
業
委
員
会

総
会
に
お
い
て
転
用
案
件
等
を
審
議
し
ま
す
。
令

和
４
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
調
整
区
域
内
転
用

件
数
は
、
第
４
条
︵
地
主
が
農
地
以
外
に
利
用
︶

が
18
件
で
、
面
積
は
約
３
万
７
千
㎡
、
第
５
条

︵
地
主
以
外
が
農
地
以
外
に
利
用
︶
が
172
件
で
、

面
積
は
約
20
万
㎡
で
し
た
。
届
出
制
の
、
市
街
化

区
域
内
転
用
は
、
第
４
条
が
65
件
、
約
６
万
５
千

㎡
、
第
５
条
が
160
件
、
約
23
万
３
千
㎡
で
し
た
。

ま
た
、
農
地
等
を
農
地
と
し
て
売
買
や
貸
し
借
り

す
る
第
３
条
の
件
数
は
、
68
件
で
、
面
積
は
約
８

万
９
千
㎡
で
し
た
。
そ
の
他
、
生
産
緑
地
の
主
た

る
従
事
者
証
明
５
件
や
相
続
税
の
納
税
猶
予
に
関

す
る
適
格
者
証
明
願
13
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

■
ま
た
、
同
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
農
用
地
利

用
集
積
計
画
の
決
定
は
、約
54
万
㎡
で
し
た
。
内
、

中
間
管
理
機
構
へ
の
決
定
は
、
約
11
万
９
千
㎡
で

し
た
。

豊田市農業委員会からのお知らせ

農
業
委
員
会
総
会

審
議
概
要
紹
介

■
農
業
関
係
地
域
団
体
等
へ
の
ご
案
内
及

び
令
和
５
年
２
月
の
豊
田
市
広
報
に
よ

り
、
令
和
５
年
７
月
以
降
の
新
農
業
委
員

と
推
進
委
員
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。
新

委
員
の
紹
介
は
、現
委
員
の
任
期
終
了
後
、

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
へ
の
参
加

タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
全
推
進

委
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
た
の
で
、
一
刻

も
早
く
業
務
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

研
修
で
し
た
。
農
地
ナ
ビ
の
検
索
な
ど
、
２
時
間

の
研
修
時
間
で
は
覚
え
き
れ
な
い
内
容
も
あ
り
、

悪
戦
苦
闘
さ
れ
た
推
進
委
員
も
み
え
ま
し
た
。▲全国から約 1,000 人の会長代表者が参加。愛知

　県からは 7 人が参加、3 年ぶりの開催でした。

農
業
者
年
金
紹
介
コ
ー
ナ
ー

■
令
和
４
年
12
月
１
日
、
東
京
都
の
銀
座
ブ
ロ
ッ

サ
ム
中
央
会
館
で
開
催
さ
れ
た
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
集
会
で
は
政
策
要
望
の
決
議
と
先
進
事
例

農
業
委
員
会
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

元
国
会
議
員
へ
の
陳
情
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

推
進
委
員
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修
会

■
令
和
４
年
度
の
再
生
困
難
農
地
︵
山
林

化
農
地
等
︶
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。
現

在
、
再
生
困
難
農
地
と
判
定
し
た
農
地
所

有
者
の
方
に
、
非
農
地
通
知
書
を
発
送
し

て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会

行
　
事

▲講師の説明を、隣どうし教えあいながらの研修をしま
　した。タブレットは農水省の規格によるものです。

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の

募
集
を
行
い
ま
し
た

非
農
地
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す

■
令
和
４
年
９
月
30
日
、
市
役
所
で
推
進
委
員
の

農業委員会 雑 記

■今や「Q＆ A」も必須の指針
　農業委員会の「委員会」という語感から
話合い、協議の組織のように思われる。し
かし、実態は法令の厳格な運用組織である。
法律、政省令、規則、通達等による。また、
現場では法令に書かれてない、要綱やガイ
ドラインが委員会内部の運用指針として重
要になる。さらに、最近は「Q＆ A」のよ
うな形で、微妙な運用指針を示唆される。
これは、「農地利用最適化」というような、
尺度が明確でない農業委員会の業務を進め
るため必須になっているからである。
■模索状態の目標地図素案作成　
　令和５～６年度にかけては、将来の農地
の設計図である目標地図素案作成が重要な
仕事となる。着手し始めたばかりだが、国
の法令・要綱や Q＆ Aだけでは解決でき
ない課題が沢山見えてきた。このような仕
事は過去に無く、模索状態が続くであろう。
苦労はあるが、目標地図という理解しやす
い方法を用いることで、農地利用最適化を
促進させ、優良農地を守りたい。制度改革
で生まれ変わった農業委員会としての真価
を示す仕事になる。

　農業委員会会長　横粂　鈞

会長

1 月６日 / 記


